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解決できる地球温暖化問題～日本のエネルギー問題を分析する～ 
 

田中 優 
ＮＰＯ法人足元から地球温暖化を考える市民ネット・えどがわ 理事 

 

１．地球温暖化防止活動推進員にお願いしたいこと１．地球温暖化防止活動推進員にお願いしたいこと１．地球温暖化防止活動推進員にお願いしたいこと１．地球温暖化防止活動推進員にお願いしたいこと    

(1)活動推進委員自身があきらめないこと 

 地球温暖化防止活動を推進する立場として、まず自分自身があきらめていてはいけな

い。他の人に訴える立場の人があきらめていたのでは、全く説得力がない。私は「あき

らめる」ということ自体が、自分の調査不足を露呈していることのように思う。調査し

ていけば必ずブレイクスルーはあると信じて、温暖化防止活動を推進してもらいたい。 

 

(2)忍耐・努力に最初から頼らないこと 

 政府の地球温暖化防止大綱は、最初から人々に「一部屋で家族全員が集まって同じ番

組を見ろ」であるとか、「シャワーは一日一分減らせ」であるとか、忍耐・努力に頼る対

策を打ち出している。しかしこれでは逆効果。まずは忍耐・努力に頼らない仕組みから

始めて、最後に「忍耐・努力」を言うべき。そうでないと多くの人たちがあきらめてし

まい、参加してもらえなくなる。 

 以上のような考え方を実証する形で、講座を進めたい。 

 

２．地球温暖化被害の現実２．地球温暖化被害の現実２．地球温暖化被害の現実２．地球温暖化被害の現実    

(1)アラスカの氷河 

 アラスカの氷河後退の写真。氷河が溶けた

跡はすぐ苔に覆われる。新たに溶け出したば

かりの部分はまだ苔に覆われていない。これ

はごく最近溶けたところ。地球上の淡水のほ

とんどがここにあるとされるが、それが今溶

け出している。ちなみに 2003 年はカナダ・カ

リフォルニアで山火事が多発したが、現地で

聞いてみると原因に温暖化が関係していた。

いわく真冬マイナス２０度以下になると「キ

クイムシ」の卵は死んでしまうが、近年は冬が寒くなくなりほとんどの卵が越冬してし

まう。それらが山の木々を食べてしまうため、枯れて薪のようになった木々が山に残さ

れ、山火事を誘発したということだった。カリフォルニアの山火事の被害額だけでも 10

億ドルを超えており、これは本来化石エネルギーが負担すべき費用である。 

アラスカの氷河後退 
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(2)(2)(2)(2)サモアの海岸サモアの海岸サモアの海岸サモアの海岸    

 ここの海岸線はさらに８０メートル続いていたが、

1994 年のハリケーンによって家ごと削り取られた。

今、あちこちに石を置いて海岸線の侵食を防いでい

るが、あちこち侵食されつつある。（ただし実際に

は建設のための砂の採取があり、そのせいもある。

そうであっても水位の上昇とさんご礁の死滅による

砂の供給不足は温暖化のせいといえる。） 

  

しかもこの水位の上昇は図のように、

これまで 100 年間と、これからの 100

年では上昇のレベルが全く違う。この

ままでは南の島に人の生きられる場所

は残されなくなってしまう。 

 

 

３．原子力発電の問題３．原子力発電の問題３．原子力発電の問題３．原子力発電の問題    

 日本では解決策として喧伝
けんでん

される原発だが、

他国ではコストの高さ、安全性の懸念、人体へ

の有害性などの問題から解決策としては選択さ

れない。 

 この表は、原発が廃炉された後に、原発の周

囲 80 キロメートル以内の子どもたちの病気な

どがどう変化したかを示すものだ。明らかに原発が止まると子どもたちの死亡率が低下

する。つまり原発が動いている間中、周囲で子どもたちの不必要な死が招かれていると

いうことなのだ。核エネルギーに依存するのは副作用が大きすぎる。 

  

４．二酸化炭素の排出量４．二酸化炭素の排出量４．二酸化炭素の排出量４．二酸化炭素の排出量    

 二酸化炭素の排出量を、石油を中心にして考えると、

石炭は約１／４多く、天然ガスは約１／４少ない。石

炭には極力頼るべきではないが、石炭の賦存量は極め

て大きく、未利用のリグナイトを含めれば千年以上利

用可能となる。また天然ガスも未利用のメタンハイド

レートを含めると千年以上となる。当然生物がそれほ

ど ま で の 温 暖 化 に 耐 え ら れ る は ず も な く 、

結果として人間が自発的に化石エネルギーに頼らなくなる以外に解決の方法がない。 

サモアの海岸 
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５．世界の化石エネルギー消費の現状５．世界の化石エネルギー消費の現状５．世界の化石エネルギー消費の現状５．世界の化石エネルギー消費の現状    

 石炭は近年消費量が増大しつつある。その原因をデータから追っていくと中国の需要

に行き着く。その中国は石油需要も増大させつつあり、ついに世界第二の消費量であっ

た日本を昨年追い越した。輸入量でも今年日本を抜く。中国は 1993 年まで差引き輸入量

がゼロであったのだから、この 10 年間で、世界にもう一つの日本が生まれたのと同じだ。

このことが世界の石油需要を逼迫させた。 

 

６．２１世紀は石油を奪い合う世紀に６．２１世紀は石油を奪い合う世紀に６．２１世紀は石油を奪い合う世紀に６．２１世紀は石油を奪い合う世紀に    

 このことが世界の紛争の原因

となっている。紛争が起きてい

る地域には、実は石油が眠って

いるかパイプラインが通るとい

う状況で、パレスチナ問題を除

けば世界の紛争は、実は化石燃

料などの奪い合いに端を発して

いる。しかしその石油価格には、

戦争にかかっている費用が一切

含まれない。アメリカの軍事費

とイラクの年間原油収入とを比

較すると、経済的なメリットはない。つまりその分が石油への隠された補助金となって

いるのだ。 

 また、国境を越える飛行機や船の燃料費には、国際的に課税されないことになってい

る。これも隠された補助金として機能するだけでなく、経済のグローバリゼーションを

陰で支える仕組みとなっている。 

 

 



 27

７．自然エネルギー発電を成功させるために７．自然エネルギー発電を成功させるために７．自然エネルギー発電を成功させるために７．自然エネルギー発電を成功させるために    

 世界の需要から見てみると、エネル

ギーの需要の上昇が激しすぎて、自然

エネルギーの伸びが追いついていない

ことが分かる。ではどうするのがいい

のか。自然エネルギーの導入に成功し

ているドイツを見ると、まずドイツの

エネルギー消費の伸びが止まっている

ことにより、自然エネルギーが代替し

た分だけ化石エネルギーの消費が減っ

ていることが分かる。そのドイツで成

功しているのはまず風力発電、ついで

太陽光発電となっているが、それには

理由がある。 

 

 

 

ドイツの人々がとりわけ環境保護に目

覚めていて熱心であるというのではなく、

自然エネルギーからの電力を適切な価格で

買い取る仕組みを持っているために、「欲と

二人連れ」でも十分動機付けになるほど自

然エネルギーの導入が経済的利益となって

いるのだ。しかも太陽光のような価格的に

困難なものは高く買い取り、同じ風力発電

やバイオマスでも、小規模であったり風が

吹かなかったりするような不利益地域から

の電気を高く買い取るような、きめ細かい

配慮がなされている。このことが人々をし

て、自然エネルギーを入れていこうとする

意欲をかき立てたのだ。 
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８．日本のエネルギーの現状８．日本のエネルギーの現状８．日本のエネルギーの現状８．日本のエネルギーの現状    

 日本では「省エネに成功した国」だと

か「乾いた雑巾を絞る状態」だとか言わ

れるが、現実のデータから見ると全く違

う。日本で 1970 年から現在までの間に伸

びたのは、有効だったエネルギー消費で

はなく、ムダに浪費された「損失エネル

ギー」だったのだ。したがって日本の場

合、まずすべきことは省エネによるエネ

ルギーの効率的利用である。 

 とりわけ硬直的発電法である原発と石

炭火力により、夜間の電力が余るため、

その有効利用にと造られている揚水発電

には問題がある。10 の夜間エネルギーで

下池から上池に水を揚げ、必要な昼間に

上池から下池に水を落として発電するが、

その発電量は７しかない。つまり３割ず

つ無駄にしてしまうものなのだ。ところ

が日本には他国に見られないほど多くの

揚水発電所が稼動しており、その分だけ

電気を無駄にしている。 

 

９．日本の電気のピーク問題９．日本の電気のピーク問題９．日本の電気のピーク問題９．日本の電気のピーク問題    

 電力について見ると、たとえばドイツ・北欧の発電施設が負荷率７２％であるのに対

して、日本は５８％に過ぎない。

つまり発電所は使われていない時

間が非常に多い。なぜこのような

ことになるかは、電力需要のピー

クが突出していると共に、夜間の

需要の減少との落差が極めて大き

いことに由来している。一日の電

力需要の落差（日格差）が大きい

ために、ピークに合わせて作った

発電施設が十分に使われない結果

となっているのだ。 
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日本の発電所は 

５８％しか 

働かない 

ドイツや北欧では 

７２％も 

働いている！ 

日本 ドイツ・北欧 

日本がドイツ・北欧並みに発電

所を働かせるには、ピークを下

げればよい。すると・・・ 

土日、祝日、お盆を

隠してみると・・・
 

   

東京電力が原発不祥事によってデータを公開した 2003 年夏のピークを分析すると、

ピークは夏場・平日・午後２－３時・気温３１℃以上の時に集中しており、その年間数

時間だけ対応すればピークを減らすことは困難ではない。このような点に対する対策が

必要であるにもかかわらず、料金によってピークをコントロールする「選択約款」は夏

場・日中という面の対策になっている。加えて業務用電気料金の場合は基本料金が高く、

kWh あたりの電気料金が安く設定されていることから、電力消費量の多い夏場には、か

えって消費を促す仕組みとなってしまっている。その結果、ピーク時の電力消費は推定

でその９割が家庭以外の電力消費となっている。したがって、夏場の停電防止キャンペ

ーンでレインボーブリッジなどのライトアップが自粛されたが、これは停電対策として

は全く見当はずれのものとなっていたのだ。 
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１０．ピーク問題の解決１０．ピーク問題の解決１０．ピーク問題の解決１０．ピーク問題の解決    

 ピーク対策には、ピンポイ

ントのピーク需要に対して料

金を高くする仕組みが効果的

である。もし日本のピーク需

要がドイツ・北欧並みに７

２％の負荷率となった場合、

その日格差の波はずっと穏や

かなものになる。現在の電力

消費をそのままにして、単に

日格差の波を７２％の負荷率

にできるように波を穏やかにした場合、電力需要のピークは２５％減る。原発は設備そ

のものとしては発電所全体の２２．３％を占めるに過ぎないので、全部止めても困らな

い状態になる。 

 海外では電力自由化に伴って時間ごとの電力料金を設定する場合も多いが、そうでな

い場合でも料金の仕組みはもっとダイナミックにピークの価格を上げ、それ以外の時間

帯の料金を引き下げている。これにより、ピークをカットすることは可能だ。 

  

１１．家庭の省エネ１１．家庭の省エネ１１．家庭の省エネ１１．家庭の省エネ    

 

家庭内での二酸化炭素排出量を考えるとき、電気の二酸化炭素排出量を通常は「原発

とダム」を含めた計算にして、ＩＰＰ（独立電気事業者）による重油や石炭の火力発電

の二酸化炭素を計算に入れていない。私たちは将来的に「原発とダム」を永久に造りつ

づけることを望まない（しかもウラン燃料の確認埋蔵量は 30 年程度しかない上、核燃リ

サイクルと言われるものは全世界で未だに全く実現していない）ため、現状の火力発電

単独で計算する。すると、家庭内からの二酸化炭素排出量の半分近くが電力消費に伴う
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ものとなり、次に大きいのが車か

らのものになる。さらに 1990 年か

ら 2000 年にかけての排出量の増

加も、その二つによる部分が圧倒

的に大きくなる。しかも電気需要

の中で大きいものは、「エアコン・

冷蔵庫・照明・テレビ」の四天王

で電力消費の三分の二を占めてい

ることが分かる。 

 その省エネを考えるとき、従来

であればまず「努力」次に「忍耐」

となるが、私たちはまず実現可能な機器買い替えによる省エネの可能性を調査した。そ

の結果、1995 年の省エネ製品の平均値と 2002 年の最先端の省エネ機器とを比較すると、

ほとんどの機器で約半分まで電力消費量が下がっている。特に冷蔵庫では、実に８５％

もの省エネを実現している。コンセントを抜くことのできない冷蔵庫の場合、買い替え

の方が努力・忍耐よりもはるかに効果的という結果になる。 

  

１２．省エネモニター事業１２．省エネモニター事業１２．省エネモニター事業１２．省エネモニター事業    

 

そこから「足元から地球温暖化を考える市民ネット・えどがわ（略称：足温ネット）」

では、冷蔵庫の買い替えモニターを実施した。計算すると、古い冷蔵庫から現在の省エ

ネ冷蔵庫（ただし 400 リットル前後のナショナル製ノンフロン冷蔵庫の数字）に買い換

える場合、二酸化炭素排出量が８５％減るだけでなく電気料金そのものも毎年２万円程

度は安くなる。この安くなる部分を返済に回してもらい、冷蔵庫買い替えの資金を無利

この時点で 

元は取れた。 

返済終了！ 

この部分は収益になった！ 

省エネして得した！ 

最初に１０万円を借り

て冷蔵庫を購入。 
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出典：宿谷昌宏氏 

講演資料 

なんと気温は15℃もないの

に、体は快適と感じる。 

 

子融資する仕組みである。本当にそうなるかどう

かの確認の意味を含めてモニターしている。 

 そのとき気になるのが「古い冷蔵庫を捨てるエ

ネルギー損失」である。これもＬＣＡ（ライフサ

イクルアセスメント＝生産から廃棄まで全体のエ

ネルギー消費量評価）で確認すると、全体の９２％

が使用中の電気に使われており、廃棄・生産のエ

ネルギー消費は大きくない。これを逆算してみる

と、１年４ヶ月以上使われるのであればエネルギ

ー的にプラスになる。買い替えたからには長く使

ってほしい。 

  

１３．省エネ製品への買い替え後１３．省エネ製品への買い替え後１３．省エネ製品への買い替え後１３．省エネ製品への買い替え後    

 省エネ製品に買い替えた場合、標準四人家庭の

計算で電気消費量は約半分に下がる。これを太陽

光発電設備で表現すると、系統連携で電力会社と

の売買契約でプラスマイナスゼロになる（エネル

ギー自給）状態にするのに３．８kW の設備が必要になるのに対して、約２kW で達成でき

る。これは広さに直すと概ね八畳間一つ分の広さにすぎない。この程度の広さで自給で

きるとすれば、それが命がけの原発や、地球温暖化によって人類の生存を困難にする火

力発電と同じ価値になる。どちらを選ぶだろうか。しかも太陽光発電パネルの価格も、

今後相当安くなる見通しが出てきているのだ。 

 電気について見通しが立つと、次に残されるのが熱需要だ。熱需要を含む一次エネル

ギーに対しての自然エネルギー比率を向上させているのがスウェーデンである。スウェ

ーデンでは森林バイオマスを地域暖房に用い、それが大規模化するにしたがってコジェ

ネ化していっている。車の燃料を含めて熱需要に対して鍵を握るのは森林バイオマスの

進展だろう。 

 

１４．新たな知見１４．新たな知見１４．新たな知見１４．新たな知見    

 武蔵工業大学の

宿谷昌則教授は「エクセルギー」

という概念を提唱している。これ

により、人間が快適に感じる温度

は「壁の輻射熱」と「空気の対流」

の相対関係によって決まることを

示した。気温が１０度少しであっ



 33

ても、壁の温度が３０度あるときに人体から発するエネルギー量は最低になり、逆に空

気が３０度あっても壁の温度が１０度程度の場合には最低になる。つまり従来の「どこ

でも室温は２５度が快適」という概念を覆しているのだ。このことは、根本から熱利用

の形態を変える可能性がある。内断熱より外断熱の方が構造的に優れることの新たな一

つの根拠となる。 

 東北大学の齋藤武雄教授は「ハービマンハ

ウス」という環境共生住宅を建てた。中でも

「スカイラジエータ」と呼ぶ冷房の仕組みは

秀逸である。北向きの空との放射熱の交換に

よって、屋根の上の断熱した水が冷やされ、

夏場でも５度の冷水が作られる。これを冷房

に用いているため根本的に電気を使わない冷

房の仕組みとなっている。 

 

１５．エネルギーのシフトを１５．エネルギーのシフトを１５．エネルギーのシフトを１５．エネルギーのシフトを    

 まとめると、自然エネルギーの導入より先に、省エネを進めるべきだ。そうするなら

電気エネルギーを実質的に自給するのに、従来は３．８kW の太陽光発電設備が必要であ

ったのに対して、２kW の設備で足りるようになる。それは広さに直すとわずか８畳間一

つ分の広さにすぎない。それが命がけの原発や、確実に人類を滅ぼす地球温暖化を進め

る火力発電所と同じ価値を持つ広さなのだ。 

 省エネと自然エネルギーの導入とを同時進行させる「エネルギーシフト」の考え方で

進めるならば、やがて電化製品を使うたびにコンセントを探す必要もなくすだろう。今

の電卓がそうであるように。それはやがて、自然エネルギーだけで生活可能な社会を実

現することだろう。地球温暖化は防止できるのだ。 
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出典・引用一覧出典・引用一覧出典・引用一覧出典・引用一覧    

１．原発停止後の周囲の子どもたちの死亡率の変化 

http://www.radiation.org/pressrelease042600.html 

２．天然ガス・石油・石炭の二酸化炭素、硫黄酸化物、窒素酸化物の排出量 

講談社ブルーバックス「データで検証 地球の資源 ウソ・ホント」 

３．石油消費量の推移 ＢＰ社ＨＰデータより作成 

http://www.bp.com/centres/energy/downloads/index.asp 

４．アメリカの軍事費とイラクの原油輸出収入 ＢＰ社ＨＰデータと、ＳＩＰＲＩデータより作成 

http://projects.sipri.se/milex/mex_data_index.html 

http://www.bp.com/centres/energy/downloads/index.asp 

５．先進国全体での自然エネルギー成長率 

６．ドイツの自然エネルギー成長率 

７．ドイツの自然エネルギー発電の成長率 ＢＰ社ＨＰデータより作成 

http://www.bp.com/centres/energy/downloads/index.asp 

８．揚水用動力量及び総揚水発電ロス 

９．産業需要と家庭需要 拙著「日本の電気料金はなぜ高い」北斗出版 

１０．日付別最大電力量（２００３年東京電力） 東京電力ＨＰより作成 

１１．需要全体が変わらずに、負荷率を北欧並みにしたときのピーク需要 

１２．電気料金の単価比較 拙著「日本の電気料金はなぜ高い」北斗出版 

１３．Consolidated Edison 社と東京電力との月別平均単価の比較 

財団法人 日本エネルギー経済研究所 「電気料金の国際比較 第一研究部 電力グ 

ループ 研究員 山田 竜也」より引用 

１４．２０００年標準世帯ＣＯ２ 

１５．家電製品ＣＯ２排出量比率 

１５．省エネ率 

１６．省エネ前後の電力消費量の変化 

１７．省エネと創エネ  拙著「ＥＣＯエコ省エネゲーム」合同出版 

１８．ハービマンハウスの概要 http://www.mech.tohoku.ac.jp/mech-labs/tssaitoh/E-HH1.html 

 

 


